
 

理事長 林 剛史 
１ はじめに 
これまで阿蘇郡市は、坂梨正文校長（南阿蘇中学校）を中心に１０校１２名の保健体育

科担当で研究を進めてきた。昨年度より運動の特性を「機能的特性」、「構造的特性」、「効

果的特性」の３つに整理した授業づくりに組み込み、平成３１年度の熊本県中学校体育研

究会の阿蘇大会へ向け、組織づくりや、授業内容の検討 などを行った。その土台を来年度

以降の実践並びに研究へと進めていきたい。 
 
２ 研究組織 

 

 

 

 

 

 

３ 活動状況 

会議 期日 内容 

１ 中体連評議委員・体育担当者会 4月 14日（金） 
H29年度組織決定 

授業者決定（産山中：林教諭） 

２ 第 1回阿蘇郡市教育研究会総会 5月 1日（木） 
昨年度の実践の報告・まとめ 

研究テーマ・組織・方向性検討 

３ 第 2回阿蘇郡市教育研究会 

  中学校体育保健体育部会 
6月 8日（火） 

公開授業及び授業研究会 

※次年度以降の研究授業検討 

４ 第５６回九州学校体育研究 

発表大会 

11月 21日（火） 

   22日（水） 
熊本市 会場：力合中学校 他 

５ 阿蘇郡市中体連・中体研反省 2月 22日（木） 
年間活動の反省 

来年度への志向 

 
4 研究テーマ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

阿蘇郡市中体研 

阿蘇郡市 平成２９年度 
「自ら運動の喜びや楽しさを求め、 
    生涯にわたり健やかな心と体をはぐくむ保健体育学習の在り方」 

～対話的活動を活用し、生徒の達成感・成就感を高める活動を目指して～ 
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５ 研究の概要 
（１） 公開授業及び授業研究会 

授業者  林 剛史教諭（産山中学校） 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 個人めあての作成や、ステップアップ（段階的な指導）により学習意欲の向上が見られ

た。また、教え合い活動（対話的活動）では８割の生徒が他者の向上を肯定的に感じてい

ることが分かった。 

６ まとめ(成果と課題)  
今年度６月８日に研究授業、授業検討会を行った。成果は「構造的特性」を授業づくり

の念頭に置き、段階的な指導の工夫や、また技では何がポイントなのか（構造的）を生徒

に分かりやすく提示することができたことである。課題は「授業の柱」についてや「生徒

の成就感や達成感」であった。ＩＣＴなどを活用する対話的学習を取り入れたが、各校に

よって現状も違う。また、スキルウォームアップと主活動へのつながりなども課題であっ

た。今後は平成３１年の発表へ向けて「阿蘇らしい授業」について考えながら、本格的に

運営組織の作成や、授業内容の検討並びに多くの授業実践を積み重ねていく必要がある。 

マット運動の授業での様子 

個人めあての作成 Small Step 表（段階的指導） 

ICT 活用での対話 

段階的な指導 

 

対話的活動 

３人組のグループ学習 


